
2023年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2023年1月31日

上場会社名 イマジニア株式会社 上場取引所 東

コード番号 4644 URL https://www.imagineer.co.jp/

代表者 （役職名） 代表取締役社長兼ＣEＯ （氏名） 澄岡　和憲

問合せ先責任者 （役職名） ＣＦＯ （氏名） 中根　昌幸 TEL 03-3343-8911

四半期報告書提出予定日 2023年2月13日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 2023年3月期第3四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 5,121 6.6 681 △26.0 981 △1.2 676 3.5

2022年3月期第3四半期 4,802 △10.8 920 △32.8 993 △28.9 653 △29.1

（注）包括利益 2023年3月期第3四半期　　602百万円 （△14.6％） 2022年3月期第3四半期　　706百万円 （△24.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第3四半期 70.47 ―

2022年3月期第3四半期 68.14 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 13,327 11,990 89.4

2022年3月期 12,658 11,693 91.9

（参考）自己資本 2023年3月期第3四半期 11,918百万円 2022年3月期 11,629百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 15.00 ― 17.00 32.00

2023年3月期 ― 16.00 ―

2023年3月期（予想） 16.00 32.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,300 15.3 750 △36.3 1,000 △25.2 670 △24.8 69.81

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期3Q 10,649,000 株 2022年3月期 10,649,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期3Q 1,038,304 株 2022年3月期 1,051,590 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期3Q 9,605,381 株 2022年3月期3Q 9,597,410 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　上記に記載した予想数字は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確実な要素を含んでおり、当社としてその実現を約束する趣
旨のものではありません。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想と異なる場合がございます。

　なお、上記予想に関する事項は、添付書類の２ページを参照してください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ウィズコロナのもとで、各種政策の効果もあって、緩やかな持ち

直しの動きがみられたものの、物価上昇や世界的な金融引締め等が続くなか、海外経済の下振れが我が国経済を下押し

するリスクなどがあります。

　当社グループは創業以来の事業である「コンテンツ事業」に経営資源を集中し、当該事業のさらなる成長と企業価値

の向上を目指してまいります。

　当社グループでは「コンテンツ事業」の事業拡大のスピードを加速させるため、パッケージゲーム「Fit Boxing」シ

リーズの全世界販売累計230万本を超えるヒットやスマートフォンゲームのタイトル数の充実などを受けて、これまでに

ない事業拡大を目指し、当事業年度においては「コンテンツ事業」の主力であるパッケージゲーム及びスマートフォン

ゲームを中心に、研究開発費を前事業年度に比べ大幅に増加し「ヒットコンテンツ」の創出を目指してまいります。

　当第３四半期連結累計期間の新作タイトルは、パッケージゲームにおいてNintendo Switch ™ 向けに、世界的人気漫画

「北斗の拳」と「Fit Boxing」シリーズのコラボレーション「Fit Boxing北斗の拳 ～お前はもう痩せている～」、公益

財団法人 日本漢字能力検定協会と共同企画として開発した漢検対策タイトル「漢検スマート対策」、旺文社が刊行する

28冊分のコンテンツを収録した英検対策タイトル「英検®スマート対策」、公益財団法人 日本漢字能力検定協会の協力

を受け「早押し！漢字スタジアム」を2022年12月に発売いたしました。

　また、スマートフォンゲームにおいては、サンリオの人気キャラクターが勢ぞろいして魔法の世界を追いかけっこす

るチームアクションゲーム「サンリオキャラクターズ ミラクルマッチ」を2022年6月に配信、サンエックスのオールキ

ャラが登場する「すみすみ」の最新作として「すみすみパーティー ころころパズル」を2022年12月に配信を開始いたし

ました。

　上記の取り組みの結果、売上高5,121,328千円（前年同期比6.6％増）、営業利益681,013千円（前年同期比26.0％

減）、投資有価証券売却益及び為替差益の計上により経常利益981,249千円（前年同期比1.2％減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益676,911千円（前年同期比3.5％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末と比較して668,765千円増加した13,327,567

千円となりました。その主な要因は、現金及び預金が1,462,138千円、売掛金が1,029,571千円及び流動資産のその他が

1,033,045千円の増加となったものの、投資有価証券が2,968,238千円の減少となったことによるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末と比較して370,850千円増加した1,336,576千円となりました。その主な要因は、営業

未払金が139,126千円、未払法人税等が54,369千円及び流動負債のその他が111,583千円の増加によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比較して297,915千円増加した11,990,990千円となりました。その主な要因は、利益剰

余金が359,984千円の増加となったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年３月期の通期の業績予想は、2022年５月16日付の決算短信で公表した数値からの変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,297,863 8,760,002

売掛金 1,305,387 2,334,959

商品及び製品 5,806 6,291

仕掛品 11,040 11,753

原材料及び貯蔵品 25 20

その他 469,302 1,502,348

貸倒引当金 △581 △701

流動資産合計 9,088,844 12,614,674

固定資産

有形固定資産 41,732 33,188

無形固定資産 27,515 22,134

投資その他の資産

投資有価証券 2,989,843 21,604

その他 646,937 783,213

貸倒引当金 △136,070 △147,246

投資その他の資産合計 3,500,709 657,570

固定資産合計 3,569,957 712,893

資産合計 12,658,801 13,327,567

負債の部

流動負債

買掛金 14,358 64,043

営業未払金 373,152 512,278

未払法人税等 151,811 206,180

賞与引当金 7,950 24,750

その他 414,753 526,337

流動負債合計 962,025 1,333,590

固定負債 3,701 2,986

負債合計 965,726 1,336,576

純資産の部

株主資本

資本金 2,669,000 2,669,000

資本剰余金 2,466,023 2,470,153

利益剰余金 7,033,647 7,393,632

自己株式 △622,652 △614,785

株主資本合計 11,546,018 11,918,000

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 83,480 765

その他の包括利益累計額合計 83,480 765

非支配株主持分 63,576 72,224

純資産合計 11,693,075 11,990,990

負債純資産合計 12,658,801 13,327,567
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 4,802,379 5,121,328

売上原価 1,792,464 2,026,492

売上総利益 3,009,914 3,094,835

販売費及び一般管理費 2,089,709 2,413,822

営業利益 920,205 681,013

営業外収益

為替差益 25,802 98,899

投資有価証券売却益 ― 188,192

その他 47,222 35,110

営業外収益合計 73,025 322,202

営業外費用

投資有価証券売却損 ― 21,893

その他 47 72

営業外費用合計 47 21,965

経常利益 993,183 981,249

税金等調整前四半期純利益 993,183 981,249

法人税、住民税及び事業税 289,183 381,046

法人税等調整額 34,123 △85,357

法人税等合計 323,307 295,689

四半期純利益 669,875 685,560

非支配株主に帰属する四半期純利益 15,889 8,648

親会社株主に帰属する四半期純利益 653,986 676,911
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益 669,875 685,560

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 36,343 △82,714

その他の包括利益合計 36,343 △82,714

四半期包括利益 706,219 602,845

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 690,330 594,197

非支配株主に係る四半期包括利益 15,889 8,648
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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